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学校・家庭・地域連携キーワード 「・子どもの生命や健康を守る！」「・子どもの育ちに関わる！」

７月７日～８日の１泊２日で、６年生は、長崎市の修学旅行に行ってきました。

暑さ対策（フィールドワークのコース短縮変更等）を取りながら、子どもた

ちの健康面、安心安全を大切に、実施しました。

６年生になると、「東日本大震災に支援に行った校長の話」や、人権学習とし

て在日韓国・朝鮮人の方の話を聞く「ともに生きる社会へ～ヘイトスピーチを

体験して～」、修学旅行前に「被爆者の体験談」を聞くことができています。

社会科（政治や歴史）でも学習していきますが、戦争や差別の問題等、わた

したちの生活は、社会的な事象と無関係ではありません。事実、数年前のデー

タですが、学力調査の中で、「社会的事象に関心がある」「地域の行事に関心をもって

参加している」が多い児童ほど、学力が高いという傾向が見られました。 子どもた

ちには、「知る」こと「考える」こと「行動する」ことを大切に、これからの生き方

に役立てていってほしいと考えています。

【写真は平和祈念公園での平和集会の様子と、折鶴をささげる様子です】

７月２日（土）の人権講演会には、６年生も参加しました。

子どもたちの学んでいることに、あらためて大人のわたしたちも一緒に学び続けていくことが必要だと感

じているところです。感想文を紹介します。

６年１組

徐 麻弥（ソ マミ）さんたちが受けたヘイトスピーチの言葉がすごくひどくて悲しい言葉でした。それ

を聞いていたおじさんの「みんな日本に住む仲間やろ！」という言葉が心に残りました。

もし、悩んでいることを打ち明けてくれたら、「関係ないよ」で終わらせないで、つらい思いをしている

のに、自分だけに話してくれたから、「話してくれてありがとう。」や、そのことについての解決策をいっ

しょに考えてあげたいです。そして、ヘイトスピーチやいじめをされている人を見かけたら、言うのに勇

気がいるけど、がんばってその人を助けてあげたいです。

徐 麻弥さんを救ったおじさんみたいに、助けてあげられる勇気と優しさをもった人になりたいです。

差別している人にも、強く言わないで分かってもらえる言い方をしたい。

４年生は、「伝えよう！東風校区のきけん」と題して、校区（主に自分たちの通学路）の危険な場所につい

て、学習をしています。各担当の行政区長さんと通学路（近辺）を一緒に回り、どんな場所が危ないのか？

どうして危ないのか？を考えてきました。

学習のまとめから、「道がせまくなっているところでは、車がスピードを出しているときとか危ないという

ことがわかりました。」や「曲がり角などで、車が来ているかどうかわからない場合が危ないということがわ

かりました。」等の感想が聞かれました。

子どもたちは、さらに普段の登下校の状況や、校区の地図をもとに、「子どもの飛び出し注意！」の看板の

設置場所について交流を行い、区長さん方に、説明活動を行いました。

これから子どもたちの学習活動は、校区の危険な場所について、現地を見て「知った」ことをもとに、自

分たちで「考え」「表現し」、危険を安全に変えていくための「行動」に発展していきます。

学校・地域連携を大切にしながら、子どもたちの学びが豊かになることを目指していきます。

※なお、この４年生の学習は、８月２５日に行われる（予定の）、学校運営協議会「熟議」→学校・地域・

家庭で、協働・連携して充実させよう「校区・子どもの安全・安心」のテーマにしていきます。４年生の学

びが、さらなる連携につながていくことを期待しています。

【子どもたちのミニ作文と区長さん方の感想です】

「東風校区きけん防止プロジェクトまとめ」 ４年１組

東風校区きけん防止プロジェクトの活動で、それぞれに分かれてきけんな場所をいっぱい見つけました。
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そして、区長さんにほうこく会をしました。かんばんを立てて、事こやけがをなくしていって、事このな

い東風校区になってほしいと思います。

「区長さんと話し合って！」 ４年２組

ぼくは、泊校区の危険を見つけて、区長さんとかんばんを立てるところを話し合いました。その話し合

いの時に、自分たちが危険だと思っていた所を、「たしかに、ここもあぶないね。」と、言ってくれました。

自分たちが見つけていなかった所を「ここも、あぶないよ。」と、アドバイスをしてくれたことがとても

うれしかったし、勉強になりました。

一人一人が気をつけて、安全な校区にしていくために、かんばんを校区に立て、みんながいしきを高め

るようにしたいです。

「区長さんとの話をふり返って」 ４年３組

潤南の区長さんが、色いろなことを教えてくれました。危険な場所が知れてよかったです。たくさんの

意見を知ることができました。他の区長さんの話も聞いてみたいです。

【区長さん方の感想】

○自分たちで調べた内容をしっかりと発表することができていました。感心しました。

子どもも大人も一人一人が意識して、安全な東風校区にしていきましょう。

○インターネットのマップ機能を使って、自分たちの通学路や危険箇所を一緒に確認できました。

現地に行き、マップ機能でさらに確認・交流でき、４年生の学習の仕方に驚き、感心しました。

○報告や発表の際、用意していた内容を、自分の分担部分を発表して、はいそれで終わり…ではなく、

そこから、違う子が、そこにからめて自分の意見を発表するという姿が素晴らしかったです。

○学習後、朝の挨拶がふえました。「おいちゃん！おいちゃん！」と親しく声をかけてきてくれます。

そのことも、校区の安全・安心につながっています。とても嬉しいです。

区長様方、子どもたちの学習への御協力、本当にありがとうございました！

１年生のタブレット学習が始まっています。

まずは慣れるところから始め、だんだん多く活用していきながら、適正に使いこなして、自分の学びを豊

かに広げていくツールとして、活用してほしいと考えています。

６月２４日には、１年生への「夕べの集い」（家庭とのタブレット接続テスト）が行われ、順調に進んでい

ます。保護者の皆様、本当にありがとうございます。

夏休みの宿題での活用も積極的に進めて行きます。

学年ごとに、子どもたちの発達段階や状況に合わせて、「ミライシードの活用」や、動画を見て「自分の考

えをまとめる」内容の宿題等を出していく予定です。

子どもたちの学びの環境への充実に向けて、保護者の皆様の御理解・御協力よろしくお願いします。

広報「いとしま」７月号に掲載していましたが、本年度の夏季休業期間（夏休み）中の学校閉庁日は、８

月１２日（金）～８月１７日（水）です。閉庁日を設ける目的は、教職員の心身の健康及び休暇取得の推進

（ライフワークバランスの向上）です。

※緊急時は、糸島市学校教育課（３３２）２０９７へ連絡をお願いします。

１年生もタブレット学習が始まりました

学校閉庁日のお知らせ


